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  平成 30 年度事業実施分マニフェストの外部評価結果    

 

当市は、マニフェストに記載された施策に係る各部局等にお

ける取り組みの達成度について、評価の透明性および客観性を

向上させることを目的に、外部評価を実施しております。今回、

池田市政２期目２年度目の外部評価結果を公表します。 

 

 
 

●評価結果 平均点８６.１１ 

 参考：昨年度（２期目１年目）の評価結果 ８２.９０ 

●マニフェスト評価委員 

 委 員 長 宮内 孝（みやうち たかし）氏（南九州大学 人間発達学部 教授） 

 副委員長 小山 大介（こやま だいすけ）氏（宮崎大学 地域資源創成学部 准教授） 

 委  員 爲山 高志（ためやま たかし）氏（（財）みやぎん経済研究所 常任理事） 
 

 

●参考：７大項目に対する委員の意見の一部と平均点 

① 輝きを増す３つの宝 ～農林畜産業の振興（平均点数 86.67） 

市の基幹産業である農林畜産業の振興は、地域の持続的発展に不可欠であり、この

基盤整備や事業者を支援する取り組みは非常に貢献度の高い事業である。６次産業

化や担い手確保等の各推進事業の成果が現れており、今後、海外に対する市場開放

が進む中、各産業への波及効果を生み出すとともに、都城市のブランド力を高める

取り組みに期待したい。 

 

② 輝きを増す３つの宝 ～地の利の拡大（平均点数 85.67） 

都城志布志道路をはじめとする基幹道路の整備は、災害対応や企業立地の面で「地

の利の拡大」効果が大きい。予算や用地の確保などの課題を地道にクリアし、着実

に成果を上げている。今後、この効果が地域活性化に繋がるよう期待したい。 

 

③ 輝きを増す３つの宝 ～人間力あふれる子どもたちの育成（平均点数 84.67） 

ＡＬＴによる語学教育、中学生海外派遣事業は、子どもたちの語学力の向上、国際

感覚の醸成、多様性の認識と共有の面で、将来にわたって貢献度が高く、継続して

もらいたい。また、教員業務支援事業によって、教職員の負担が軽減されるが、そ

こから新たな付加価値が生まれることに期待したい。 
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④ 重要施策の推進（平均点数 85.44） 

中心市街地中核施設である Mallmall が開館し、また、地域活性化事業も着実に実施

され、市内各地の活性化がより推進されている。さらに、子育て環境の整備、移住

推進の取り組みも着実に実施されており、着実な成果が見られる。また、健康増進

への取り組みは、市民生活の幸福増進に加え、医療費抑制による財政負担の軽減に

も貢献する事業であることから、今後も積極的に取り組んでもらいたい。 

 

⑤ 市民サービスの更なる向上（平均点数 84.67） 

窓口レイアウトの改善や職員の接遇向上への取り組みは、市役所の庁舎と人（職員）

が明るく良好になることで、直接的な市民サービス向上に貢献している。防犯灯の

ＬＥＤ化、コンビニ交付サービス、検診等のＷＥＢ受け付けなど、多様なニーズに

応え、定着を目指す取り組みについても、継続してもらいたい。 

 

⑥ 対外的ＰＲの更なる推進（平均点数 90.33） 

ふるさと納税推進事業は、制度変更等の動きがある中でも、着実に実績を伸ばして

おり、対外ＰＲ効果が大きい事業なだけに、市への貢献度が極めて高い。スポーツ・

文化合宿誘致も継続的に成果を上げている。今後も域内や地域外へ波及するような

取り組みの創出に期待したい。 

 

⑦ 特色ある取り組み（平均点数 85.67） 

美術館、島津邸などの文化施設は、市内の文化水準を高める上で重要な施設である。

定期的なイベントの開催により、市民が文化に接する機会も増え、観光客の誘致に

も貢献している。また、地区公民館も順次、建替えが実施され、地域の重要拠点の

整備が進んでいる状況を評価したい。 

 

 

 

 

【問い合わせ】 総合政策課 電話：23-7161 

 

 

 


